
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１６ 事業着手

Ｈ１６ 用地買収着手

Ｈ１７ 工事着手

Ｈ１９

台風9号の出水に
よる計画規模の見
直し

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
９５０百万円 ５９０．３百万円

（６２．１％）

９０百万円

(９．５％)

用地買収
２４，１００ｍ2 ２１，６００ｍ2

(８９．６％)

９，７４６ｍ2

(４０．４％)

計画延長
１，５８０ｍ ７８０ｍ

(４９．４％)

０ｍ

(０．０％)

事 業 場 所
たかさきしよしいまちいわさき たかさきしよしいまちいけ

高崎市吉井町岩崎 ～ 高崎市吉井町池

区 分 今回 前回（Ｈ１７）再評価時

全 体 事 業 費 ９５０百万円 １，３４０百万円

全体事業費増減の理由 護岸工見直しによるコスト縮減

事 業 期 間 Ｈ１６～Ｈ２５ Ｈ１６～Ｈ２５

事 業 内 容

改修延長 1,580m
計画規模 1/50
計画流量 3,200m3/s

（現況流下能力1,300m3/s）

改修延長 1,080m
計画規模 1/30
計画流量 2,800m3/s

（現況流下能力1,300m3/s）

鏑川は、西部地域を代表する河川延長約58.8㎞、流域面積632.4㎞2、
69支川を持つ一級河川である。多胡橋上下流の本事業区間は、断面が
狭小で河道が屈曲しているため、幾度となく家屋の浸水被害が発生して
いる。平成19年の台風9号による出水では浸水面積3.3ha、床上浸水11
戸、床下浸水6戸の被害が発生した。
このため、河川改修を行い、洪水による浸水被害を軽減することにより、
安全で安心できる地域作りを行うことを目的にしている。

平成19年9月の台風による出水と浸水状況

改修延長
L=1,580m

第９号議案
社会資本整備総合交付金事業（河川改修）

一級河川鏑川 高崎市

着工年度

評価理由

平成１６年度

再評価後５年経過
かぶらかわ


